
 

－79－ 

 

 

 

 

 

 

添付資料 

 

 

１．調査団員・氏名  

２．調査行程  

３．関係者（面会者）リスト  

４．討議議事録(M/D)  

５．事前評価表  

６．参考資料/入手資料リスト  

７．基本設計時（2000 年）と事業化調査（2006 年）結果との比較表  

８．社会経済調査結果概要  



 

 －81－ 

 

１ 調査団員・氏名 

 

1 事業化調査団の構成 

氏  名 担  当 所属・役職 

増田 淳子 総  括 国際協力機構無償資金協力部 

業務第三グループ農漁村開発チーム 

金澤 弘行 技術参与 農林水産省林野庁国有林野部 

経営企画課 監査官 

増井 博明 業務主任／森林管理計画 （社）日本森林技術協会 

国際事業部長 

正木 郁夫 育苗計画／施設計画／自然条件調

査 

グリーン航業株式会社 

森林土木部長 

佐藤 長俊 施工調達計画／積算 （株）AGSインターナショナル一級建築士事務所 

 

松本 淳一郎 運営計画／社会経済調査 （社）日本森林技術協会 

国際事業部主任技師 

大谷 知行 通  訳 （株）オクボ 
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２ 調査工程 

セネガル共和国沿岸地域植林計画(2/2期)事業化調査  調査工程  35日 

No. 月日
曜
日

行程 宿泊 行程 宿泊 行程 宿泊 行程 宿泊 行程 宿泊 行程 宿泊

1 2/11 土 移動（東京→ﾊ゚ﾘ） ﾊ゚ﾘ 増井に同 増井に
同

増井に同 増井に
同

現地調査準備 ﾀ゙ｶー ﾙ 増井に同 増井に
同

2 2/12 日 移動（ﾊ゚ﾘ→ﾀ゙ｶー ﾙ） ﾀ゙ ｶー ﾙ 〃 〃 〃 〃 〃 増井に
同

〃 〃

3 2/13 月 大使館、JICA、森林局表敬・打
合せ、再委託先打合

〃 〃 〃 〃 〃 増井に同 〃 〃 〃

4 2/14 火 森林局協議、再委託契約 〃 森林局協議 〃 森林局協議 〃 〃 〃 〃 〃

5 2/15 水 第1期事業地全体調査 〃 増井に同 〃 増井に同 〃 〃 〃 〃 〃

6 2/16 木 第1期事業地成長状況調査
（No.12)

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

7 2/17 金 移動、ﾃｨｴｽ州森林管理局表敬、
ﾙｶ゙森林管理局表敬打合

ﾙー ｶ゙ 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

8 2/18 土 Sag苗畑設定箇所調査、NGO植
林状況調査、NGO調査

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

9 2/19 日 団員打合、資料整理 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

10 2/20 月 砂丘調査1～2 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

11 2/21 火 砂丘調査3～6、再委託先（社会
経済調査）打合せ

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

12 2/22 水 砂丘調査7～8、再委託先（自然
条件調査）打合せ

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

13 2/23 木 Lompoul苗畑調査、砂丘調査9～
12

〃 〃 〃 Lompoul苗畑調査、
砂丘調査9～12、
移動

ﾀ゙ｶー ﾙ 〃 〃 〃 〃

14 2/24 金 Louga森林局打合せ、地方ｲﾝﾌﾗ
関係局、NGO調査

〃 〃 〃 資料収集 〃 〃 〃 〃 〃

15 2/25 土 移動（東京→ﾊ゚ﾘ） ﾊ゚ﾘ Louga近隣植林地調査、移動 ﾀ゙ｶー ﾙ 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

16 2/26 日 移動（ﾊ゚ﾘ→ﾀ゙ｶー ﾙ）、団員打合 ﾀ゙ｶー ﾙ 団員打合せ、資料整理、官ベー
ス到着打合せ

〃 〃 〃 増井に同 〃 〃 〃 〃 〃

17 2/27 月 森林局説明、経済協力局説明、
大使館、JICA

〃 森林局説明、経済協力局説明、
大使館、JICA

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

18 2/28 火 インセプションレポートの説明・
協議

〃 インセプションレポートの説明・
協議

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

19 3/1 水 Darou Fall苗畑調査、第Ⅰ期植
林地調査

ﾙー ｶ゙ Darou Fall苗畑調査、第1期植林
地調査

ﾙー ｶ゙ 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

20 3/2 木 第2期植林地調査（No.1～８） 〃 第2期植林地調査（No.1～8） 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

21 3/3 金 第2期植林地調査（No.9～12）、
第1期植林地調査（No.16）、JICA
打合せ

ﾀ゙ｶー ﾙ 第2期植林地調査（No.9～12）、
第1期植林地調査（No.16）、JICA
打合せ

ﾀ゙ｶー ﾙ 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

22 3/4 土 森林局協議、M/M案検討 〃 森林局協議、M/M案検討 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

23 3/5 日 森林局協議、M/M案検討 〃 森林局協議、M/M案検討 〃 〃 〃 資料整理 〃 〃 〃 〃 〃

24 3/6 月 森林局協議、M/M案検討 〃 森林局協議、M/M案検討 〃 〃 〃 増井に同 〃 〃 〃 〃 〃

25 3/7 火 M/Mサイン（官ベース）、大使
館、JICA

〃 M/Mサイン（官ベース）、大使
館、JICA

〃 資料収集、資料整
理

〃 資料収集、資料整
理

〃 資料収集、関係機
関調査、資料整理

〃 松本に同 〃

26 3/8 水 移動（ﾊ゚ﾘ→） 機内 団員打合せ、資料整理 〃 増井に同 〃 増井に同 〃 同左 〃 〃 〃

27 3/9 木 移動（→東京） 資料収集、資料整理 〃 〃 〃 〃 〃 森林局打合、再委
託先打合

〃 〃 〃

28 3/10 金 森林局打合せ、資料収集、資料
整理

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

29 3/11 土 第1期植林地調査 〃 〃 〃 〃 〃 増井に同 〃 〃 〃

30 3/12 日 団員打合せ、資料整理 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

31 3/13 月 森林局打合せ、再委託先打合せ〃 資料収集、資料整
理

〃 資料収集、資料整
理

〃 〃 〃 〃 〃

32 3/14 火 森林局打合せ、再委託先打合せ〃 資料収集、資料整
理

〃 資料収集、資料整
理

〃 〃 〃 〃 〃

33 3/15 水 日本大使館、JICA報告、森林局
報告、移動（AF719）

機内 増井に同 〃 増井に同 〃 〃 〃 〃 〃

34 3/16 木 移動 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

35 3/17 金 帰国 〃 〃 〃 〃

官
総括（増田）、技術参与（金澤）

業務主任/森林管理計画
(増井）

育苗造林/施設計画/自然
条件調査(正木）

施工計画/積算
(佐藤）

運営維持管理/社会経済調
査

(松本）
通訳（大谷）
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３ 関係者（面会者）リスト 

Liste des interlocuteurs au Sénégal 

 

1. Direction de la Coopération Economique et Financière du Ministère de l’Economie, des Finances 

  経済財務省経済財務協力局 

  

Massar WAGUE Directeur de la Coopération Economique et Financière 

経済財務協力局長 

 

 

 

2. Direction des Eaux, Forêts, Chasses et de la Conservation des Sols du Ministère de l’Environnement et de la Protection de la 

Nature 

水森林狩猟土壌保全局 

 

Matar CISSE Directeur des Eaux, Forêts, Chasses et de la Conservation des Sols 

水森林狩猟土壌保全局長 

Amadou NDIAYE Adjoint au Directeur des Eaux, Forêts, Chasses et de la Conservation des Sols 

局長補佐 

Samba THIAM Coordonnateur du Projet de Reboisement de la Zone du Littoral 

沿岸地域植林計画コーディネータ 

Souleymane GUEYE Conseil Technique 

森林局技術顧問 

Abdourahmane SAMOURA Chef de Division Reboisement et Conservation des Sols 

森林局造林土壌保全部次長、造林室長 

Mame Mory DIAGNE  Adjoint au chef de DRCS / Chef du Bureau de Reboisement 

森林局造林土壌保全部次長、造林室長 

Ansoumana BODIAN Chef du Bureau de Agro-Forestrie / DRCS 

森林局造林土壌保全部アグロフォレストリー室長 

Oumar DIAGNE Inspecteur Régional des Eaux et Forêts de Louga 

ルーガ森林管理局長 

Lamine S. SAMBOU Chef de Secteur de Louga 

ルーガ森林管理署長 

Sakhary GUEYE Chef de Secteur de Kébémer 

ケベメル森林管理署長 

Paul Waly NDIAYE Chef de Triage de Khonkho Yoye 

ロンプール森林管理出張所長 

Dauda DIEME Chef de chantier de Lompoul (Responsable de pépinière) 

ロンプール担当区長（苗畑主任） 

Ibrahima MAR Chef de Triage de Sag 

サグ森林管理出張所長 

Ibrahima NDIAYE 

 

Chef de Bureau Suivi-Evaluation / DSEF 

森林局モニタリング・評価・人材養成部モニタリング・評価室長 

3. Autre 

  その他 

Fatou KINE TALL FALL Coordonnatrice Régionale de Louga de SOS SAHEL 

SOS SAHEL（NGO）のルーガ州コーディネーター 

Aminata SOW Coordonnatrice Régionale de Louga du Programme National d’infrastructures Rurales (PNiR) 

地方インフラ整備国家プログラム（PNiR）のルーガ州コーディネーター 

Aminata DIATTA Conseil Technique de la Direction d’Aménagement des Territoire 

国土整備局技術顧問 

Ibrahima THOMAS Chercheur Centre Nationale de Recherche Forestière / ISRA 

セネガル農業研究所国立森林研究センター研究員 
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５ 事前評価表 

 

1. 対象事業名 

セネガル共和国沿岸地域植林計画(2/2期) 

 

2. 我が国が援助することの必要性・妥当性 

(1) 現状及び問題点 

2/2期事業対象地を含むセネガル国北西部の沿岸地域は、砂丘間にニャイと呼ばれる窪地群が分布し、野菜・果樹

栽培が盛んに行われている。しかし、海からの強い卓越風により、飛砂により農耕地、家屋等への被害を生み出して

いる。 

このためこれまでFAO、USAID、ACDI等の支援により1.2万haの海岸防災林が造成されてきた。また、本事業の

1/2期において約700haの植林がなされた。しかし、植林されずに固定されていない砂丘からの飛砂は依然として激

しく、早急な植林が必要とされている。 

 

 

(2) 国家開発計画等と当該案件の整合性 

セネガル政府は、2002年6月に貧困削減戦略ペーパー（Document de Stratégie de Réduction de la Pauvreté / 

DSRP）を策定し、2015年までに貧困人口を半減することを目標にしている。 

ニャイ地域の砂漠化防止対策に関しては、「セネガル森林政策(Politique Forestière du Sénégal) (2005年4月)」に「ニ

ャイ地域の砂丘を森林で覆うことが窪地の野菜栽培地へ好影響を与える」としている。 

本プロジェクトは砂丘固定林の造成により、ニャイの保全を図ることを目的としており、将来的には野菜生産高増に

より住民生活改善に寄与し、貧困削減に繋がるものであり、セネガル国の国家開発計画等とも一致するものである 

 

 

(3) 他機関の関連事業と当該計画の整合性 

開発計画の項に記したとおり、現在ニャイ地域ではニャイ地域における整備及び経済開発技術支援プロジェクト

（ATADEN）が実施中であり、本プロジェクトの上位計画にあたり、本プロジェクトも含めてニャイ地域の開発のための

ガイドラインを作成中である。本プロジェクトもガイドラインに沿って実施していくもので、ガイドラインと齟齬なく実施さ

れるように今後の連携が必要である。 

また、カナダの支援により農民企業者支援プロジェクト(PAEF)が1999年から実施されており、モクマオウの海岸林

の整備・更新を支援している。また、世界環境基金(FEM)及び国連開発計画(PNUD)の支援によりセネガル生態系の

総合管理計画（PGIES）が1999年から実施されている。これら２つのプロジェクトは本プロジェクトとの活動の重複はな

いが、地域全体としての開発面で協調することが大切である。 

 

 

(4) 我が国の当該国への基本的な援助方針との整合性 

セネガルに対する援助重点分野は、基礎生活の向上、環境（砂漠化防止）、経済成長を通じた貧困削減であり、本

プロジェクトは砂丘固定林の造成で砂漠化防止により環境改善、ニャイ保全により野菜栽培高増から地域住民の基礎

生活の向上、貧困削減に繋がり、援助方針と一致する。 

 

 

3.事業の目的 

セネガル国の北部に位置する沿岸・ニャイ地域において、砂丘固定林の造成を行うことによりニャイ（野菜栽培地）の

保全を図り、その結果、地域住民の生活改善に資する。 
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4.事業の概要及び達成目標 

(1) 対象 

1) 森林造成対象：セネガル北部、沿岸・ニャイ地域の８砂丘合計669ha 

2) 技術移転対象：環境自然保護省水森林狩猟土壌保全局の関係する職員 

 

(2) 達成目標 

1) 目標 

① プロジェクト終了時の目標 

ニャイ周辺の砂丘において砂丘固定林（生存率80％以上、669ha）が造成される（見通しがつく）。 

② 協力終了後に達成が期待される目標 

当該地域のニャイ（野菜栽培地）の保全が図られ、布いては地域住民の生活改善に寄与する。 

 

(3) 成果・活動 

成果1：対象地に飛砂防止対策（防風柵、伏工）及び保護対策が講じられる。 

1-1飛砂防止対策（防風柵、伏工）及び保護対策（家畜侵入防止柵）の計画を作成する。 

1-2飛砂防止対策及び保護対策を実施する。 

成果2：植林に必要な苗木が生産される。 

2-1苗木生産計画を作成する。 

2-2種子を入手する。 

2-3育苗する。 

成果3：対象地に植林が行われる。 

3-1植林計画を作成する。 

3-2植林する。 

成果4：対象地に補植が行われる（植栽１年後）。 

4-1植栽１年後に活着率調査を行う（補植本数、箇所を特定する）。 

4-2補植する。 

(4) インプット 

対象地域の8砂丘において644haの砂丘固定林を造成する。 

植林に必要な苗畑などを仮設物として作設する。 

 

(5) 総事業費 

約14.65億円 

 

(6) スケジュール 

2007年4月から5ヵ年の工期を予定 

 

(7) 実施体制 

1) 協力相手国の実施機関名：環境自然保護省 水森林狩猟土壌保全局 

2) 協力相手国の実施機関の責任者：水森林狩猟土壌保全局長 Mr. Matar CISSE 

・水森林狩猟土壌保全局は事業実施中プロジェクトコーディネータを任命する。 

・植林後の維持管理体制は関係村落に森林委員会を設置し、委員会メンバーを雇用し森林パトロールにより

実施する。 

 

5.外部要因リスク 

(1) 協力相手国内事情 

・野菜に対する安定的な需要が継続する（野菜の需要がない場合にはニャイ（野菜栽培地）保全の必要性がなくな

る恐れがある） 

・植林地が適正に管理される（植林後、適正に維持管理されないと例えば家畜の食害などにより植林木が枯死する

可能性がある） 

・ニャイ地域における開発計画に大きな変更がない。 
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(2) 自然的要因 

・大きな気候変動や自然災害がない。（例えば、旱魃などの自然的要因により、植栽木が枯死する可能性がある） 

 

6.今後の評価計画 

(1) 今後の評価に使う指標 

1) 成果の達成度評価指標 

防風柵の距離、伏工の面積（事業完了報告書、現地確認） 

苗木生産本数（事業完了報告書、現地確認） 

植林面積、本数（事業完了報告書、現地確認） 

補植面積、本数（事業完了報告書、現地確認） 

2) プロジェクト目標達成評価指標 

砂丘固定林造成面積（竣工図） 

生存・成長・地表被覆状況（生存・成長・地表被覆状況調査） 

3) 上位目標達成度指標 

保全対象地域の野菜栽培面積、生産高（現地確認、地域住民からの聞き取り調査） 

飛砂現象（飛砂調査、地域住民からの聞き取り調査） 

 

(2) 評価のタイミング 

プロジェクト終了後、プロジェクト終了後5年後、プロジェクト終了後10年後 
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６ 参考資料／入手資料リスト 

調査名 セネガル共和国沿岸地域植林計画(2/2期)事業化調査 

 
番

号 資料の名称 形態
オリジナル 
コピーの別 

収集先名称又は発行機関 発行年 頁数 部数 

1 
Manuel de foresterie rural  Guide de terrain 
Zone éco-géographique des Niayes du Littoral  

図書 コピー Direction des Eaux, Forêts, Chasses et de la 

Conservation des Sols 

 230 1 

2 
Synthèse du plan d’aménagement de la bande de filao de la Grande Côte Nord du 
Sénégal 

図書 コピー Projet d’Appui à l’Entrepreneuriat Paysan  29 1 

3 Plan de mise en œuvre du volet forestier  février 2002 - septembre 2003 図書 コピー Projet d’Appui à l’Entrepreneuriat Paysan 2003 63 1 

4 
Plan d’exécution Phase de Transition Période du 1er octobre 2003 à 30 septembre 
2005 

図書 コピー Projet d’Appui à l’Entrepreneuriat Paysan 2005 29 1 

5 
Rapport d’orientation méthodique 図書 コピー Projet d’Assistance Technique à l’Aménagement et au 

Développement Economique des Niayes au Sénégal 
 28 1 

6 

Elaboration d’un programme de congestion et d’utilisation durable des ressources 
naturelles des aires protégées et de leurs périphéries intégrant les terroirs 
villageois et les réserves naturelles communautaires / L’Ecosystème des Niayes

図書 コピー Projet de Gestion Intégrée des Ecosystèmes du Sénégal  102 1 

7 Mémoire  Caractéristiques écologiques des espèces de la flore du Sénégal  図書 コピー Université Montpellier II  37 1 

8 Mémoire  Caractéristiques écologiques des espèces de la flore du Sénégal  Annexe 図書 コピー Université Montpellier II  105 1 

9 
Rôle des acacias dans l’économie rurale des régions sèches d’Afrique et du 
Proche-Orient 

図書 コピー FAO  154 1 

10 

Mode de gestion et partage des rôles pour la mise en œuvre du plan d’aménagemenet 
de la bande de filaos le long de la Grande Côte Nord 
Document de travail 

図書 コピー Direction des Eaux, Forêts, Chasses et de la 

Conservation des Sols 

 26 1 

11 

Contrôle piézométrique et hydrochimique des nappes de la presqu’île du CapVert, 
de Thiès et du Littoral Nord 
Note d’information annuelle Mars 1987 

図書 コピー Direction des Etude Hydraulique 1987 39 1 

12 Consultation en amélioration des arbres forestiers au Sénégal 図書 コピー PRONASEF, FAO  50 1 

13 
Plan de gestion  
Conservation des terroirs du Littoral  Sénégal 

図書 コピー Direction des Eaux, Forêts, Chasses et de la 

Conservation des Sols 

 92 1 

14 
Identification des conditions favorables à la poursuite des Activités 
développées par le projet des fixation des dunes de Kébémer 

図書 コピー PNUD / UNSO  89 1 

15 
Evaluation des impacts financiers du projet d’aménagement des plantations de 
filao de la Grande Côte Nord du Sénégal 

図書 コピー Centre International de Hautes Etudes Agronomiques 

Méditerranéennes 
 129 1 

16 

Mise en défens sylvo-pastorale pour la régénération de l’Acacia tortilis (F) hayne 
ssp. Raddiana : Les Résultats de 10 ans de protection par un agro-pasteur de 
Thiambene Till « Sénégal » 

図書 コピー Direction des Eaux, Forêts, Chasses et de la 

Conservation des Sols 

 13 1 

17 
Guide pour la régénération naturelle du Faidherbia Albida 図書 コピー UNSO Bureau de la lutte contre la désertification et 

la sécheresse 
 29 1 

18 

Fixation des dunes, protection des Niayes et des sols diors de la Grande Côte 
Sénégal 
Rapport intérimaire 

図書 コピー PNUD / FAO  21 1 
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19 

Fixation des dunes, protection des Niayes et des sols diors de la Grande Côte 
Sénégal 
Conclusions et recommandations du Projet 1983 

図書 コピー PNUD / FAO 1983 32 1 

20 

Fixation des dunes, protection des Niayes et des sols diors de la Grande Côte 
Sénégal 
Manuel de reboisement 

図書 コピー PNUD / FAO  34 1 

21 Reforestation in Arid Lands 図書 コピー Volunteeers in Technical Assistance Publications  248 1 

22 Projet Fixation des Dunes SEN 73 / 012  Cartes 1, 2, 3, 4 図書 コピー Direction des Eaux et Forêts  34  

23 Situation Economique eet Sociale de la R2gion de Louga 図書   コピー Direction de la Prévision det de la Statistique  103 1 
24 Situation économique et sociale du Sénégal Edition 2002-2003 図書 コピー Direction de la Prévision det de la Statistique 2003 197 1 

25 
Travaux préparatoires du Xème plan / Phase-diagnostic / Projet de rapport de 
synthèse de la phase diagnostic / Commission macro-économique et de synthèse

図書 コピー Direction de la planification  182 1 

26 
Compendium des projets / Programme forestiers 図書 コピー Direction des Eaux, Forêts, Chasses et de la 

Conservation des Sols 

 17 1 

27 
Politique forestière du Sénégal 2005 - 2025 Document principal (Provisoire) 図書 コピー Direction des Eaux, Forêts, Chasses et de la 

Conservation des Sols 

 156 1 

28 
Nouvelle politique forestière du Sénégal  Document exécutif  Version provisoire 図書 コピー Direction des Eaux, Forêts, Chasses et de la 

Conservation des Sols 

 37 1 

29 
Projet de fixation des sols dior dans les département de Tivaouane et de Kébémer 図書 コピー Direction des Eaux, Forêts, Chasses et de la 

Conservation des Sols 

2005 23 1 

30 

Inventaire qualitatif et quantitatif des expèces végétales ligneuses et 

herbacées dans quatre sites représentatifs des paysages du Sénégal / 

Etablissement de la situation de référence écologique / Rapport à mi-parcours

図書 コピー Projet de Gestion intégrée des Ecosystèmes dans 
quatre paysages représentatifs du Sénégal (PGIES) 

 81 1 

31 
Proposition d’un projet de charte locale de bonne gestion des ressources 
naturelles de la Communauté rurale de Notto Gouye Diama 

図書 コピー Région Thiès, Dépt. Tivaoune, Arrdt. Pambal, CR. 
Notto Gouye Diama 

 14 1 

32 
Plan Local de Ggestgion de la réserve Naturelle Communautaire de Darou Khoudoss 
et des Terroirs Villageois adjacents 1e Draft 

図書 コピー Région Thiès, Dépt. Tivaoune, Arrdt. Méouane, CR. 
Darou Khoudoss 

 21 1 

33 Projections de Population du Sénégal  issues du recensement de 2002  図書 コピー Direction de la Prévision et de la Stataistique 2002 36 1 

34 Projections de Population du Sénégal en 2004 図書 コピー Direction de la Prévision et de la Stataistique 2004 19 1 

35 
Canevas pour l’inventaire et la cartographie des ressources ligneuses du Sénégal 図書 コピー Direction des Eaux, Forêts, Chasses et de la 

Conservation des Sols 

 48 1 

36 
Cours de formation sur la fixation des dunes et le reboisement en zones sèches 
Les plantations en sec 

図書 コピー Direction des Eaux, Forêts, Chasses et de la 

Conservation des Sols 

 5 1 

37 
Cours de formation sur la fixation des dunes et le reboisement en zones sèches 
La production de plants 

図書 コピー Direction des Eaux, Forêts, Chasses et de la 

Conservation des Sols 

 15 1 

38 
Cours de formation sur la fixation des dunes et le reboisement en zones sèches 
Les techniques de fixation du sable 

図書 コピー Direction des Eaux, Forêts, Chasses et de la 

Conservation des Sols 

 13 1 

39 
Cours de formation sur la fixation des dunes et le reboisement en zones sèches 
Les brise-vent et les rideaux-abris 

図書 コピー Direction des Eaux, Forêts, Chasses et de la 

Conservation des Sols 

 16 1 

40 
Pépinières et plantation forestières en Afrique tropicale sèche 図書 オリジナル Pépinières et plantation forestières en Afrique 

tropicale sèche 
 435 1 

41 
Appui au Programme National de Foresterie rurale du Sénégal 
Schéma Directeur de la Zone Ecogéographique du Littoral et des Niayes 

図書 コピー Direction des Eaux, Forêts, Chasses et de la 

Conservation des Sols 

 41 1 
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７ 基本設計時（2000年）と事業化調査（2006年）結果との比較表 

　　　　　　　添付資料

項　目 B/D時の計画 1/2期の結果・2/2期サイトの現状等 2/2期計画

A 無償資金協力としての妥当性

（前提条件）
A１： 他プロジェクトの対象地域と重  複し
ていないこと。

(変更なし) (1) 他事業の計画・実施がなされないこと。対象サイ
トについてはニャイ保全のための植林地域に位置づけ
られること。

A2 ： 国有地であり、土地の所有権や使用権
等の複雑な利害問題が生じないこと。

(変更なし) (2) 国有地または公有地であり、土地・植栽木の複雑
な利害関係が生じないこと。

（必要性及び緊急性） (変更なし)
A3 ： 植生の被覆率が約30％未満であるこ
と。

(変更なし) (1) 飛砂現象の激しい裸地であること(裸地に介在す
る植生被覆率30％以下の箇所を含む)。

A4 ： 人家や農耕地等の保全対象が近接して
おり、飛砂被害対策に緊急性が認められるこ
と。

(変更なし) (2) 人家・農耕地等の保全対象と近接しており、飛砂
被害対策に緊急性が認められること

A5 ： 多くの保全対象が砂丘の移動方向に位
置し、森林造成による保全効果が高いこと。

(変更なし) (3) 砂丘の形状及び保全対象との位置関係等から保全
対象に対する林地の効果が高いこと

B 技術的容易性 (変更なし)
B1 ： 植栽サイト及びその周囲において土壌
の塩類集積や酸性化等による被害がないこ
と。

(変更なし) (1) 土壌の塩類集積や酸性化による植栽木への影響が
ないこと

B2 ： 公道から植栽サイトへのアクセスが確
保できること。

(変更なし) (2) アクセスが容易であること

B3 ： 植栽サイト周辺に村落があり、防風柵
の設置及び植林に必要な労務が確保できるこ
と。

(変更なし) (3) 防風柵の設置や植林に必要な労務が確保できるこ
と

（その他）
2/2期対象地には、小規模な裸地が数多
く分布している。

(1) 上記箇所のうち、コスト面、保全対象に対する植
林効果、技術的容易性等の観点から、植栽可能面積が
過小と判断される箇所については対象外とする。

セネガル共和国沿岸地域植林計画（２/２期）　　　基本設計時（2000年）と事業化調査（2006）結果との比較表

１．植林箇所の選定基準
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項　目 B/D時の計画 1/2期の結果・2/2期サイトの現状等 2/2期計画

B/D時の計画砂丘のうち、No.8砂丘は他
ドナーによる不成績造林地で，飛砂防止
対策工の投資効率が悪いため除外。
No.10,11砂丘は小面積な飛び地で保全対
象への脅威が小さく，また，植林効果が
低いため除外。

ルーガ州沿岸部及びティエス一部沿岸部に所在する8
砂丘。

選定基準3.(1)を適用
（2）植林面積 1,272ha 669ha

設置箇所：傾斜が15％未満の砂丘斜面。
配　　置：20ｍ×20ｍの格子状

(変更なし) 1/2期を踏襲。

材料
　支柱　：鉄筋
　結束線：鉄線

①　支柱(鉄筋)とネットを固定する結
束線の劣化により支柱とネットが遊離。
②　ネットと支柱との接触部における摩
擦抵抗によるネットの擦り切れ。

支柱の表面及び結束線の材料の改善。

（2）伏工 設置箇所：傾斜が15％以上の砂丘斜面 (変更なし) 1/2期を踏襲。
材　　料：ネット

（1）植栽前地拵 (計画なし) ①　1/2期結果では植林区域に介在する
植生散生地(植生被覆率30％未満)におけ
る植栽木の活着率が低かった。

下記の箇所に植栽前地拵を計画する。

②　2/2期サイトの年降雨量は1/2期サイ
トの約74％と少なく、植栽木と植生との
水分競合がより激しい環境にある。

① 植林区域に介在する植生被覆率が10％以上～30％未
満の植生地。

（1）植林対象砂丘

（1）防風柵

３．飛砂防止対策計画

２．プロジェクト対象地

４．植栽計画

ルーガ州沿岸部及びティエス州一部沿岸部に
所在する11砂丘。
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項　目 B/D時の計画 1/2期の結果・2/2期サイトの現状等 2/2期計画

① 植林区域に介在する被覆率が30％以上の植生地で、
かつ面積が0.02ha未満程度の団地(注：被覆率30％以上
でかつ面積0.02ha以上の植生地は植栽除地とする）

（2）植栽樹種 モクマオウ，ユーカリ ①　上記のように，2/2期サイトの年降雨
量が少なく，沿岸北部にいくにつれてよ
り乾燥が強くなる。

モクマオウ，ユーカリ，
プロソピス，アカシア・トリティリス

②　No.1～No.4砂丘は1/2期植林砂丘より
も内陸側に位置し，この周辺にはモクマ
オウ、ユーカリの植林地が見当たらな
い。また，地下水脈は沿岸から内陸にい
くにつれて深くなる傾向にある。

No.1～4砂丘に新規植栽樹種として、乾燥に強い潅木樹
種（プロソピス、アカシア・トルティリス植栽を導入す
る。

③　上記砂丘は侵食砂丘であり、土壌が
やや固く、土壌水分も深くなるなど植林
環境が悪い(注：既存モクマオウ、ユーカ
リの植林地は沿岸部の堆積砂丘)。

（3）植栽密度・
　　植栽間隔

植栽密度：2,000本/ha。
植栽間隔：2.5m×2.0ｍ

1/2期植林地で植栽木の成長の著しい区
画では，植栽木間の水分競合と推定され
る枯死現象が部分的に見られる。

植栽間隔：1,600本/ha。
植栽密度：2.5m×2.5m
植栽木間の水分競合を軽減するため，1/2期よりも疎
植とする
雨量が1/2期の74％と少ないことから植栽密度を減じ
る。

1/2期植林地の活着率は，モクマオウ
（55.8％）と比較してユーカリ
（80.9％）が高かった。

周辺のモクマオウ植林地において枯死現
象が見られた。

プロソピスの成長は，アカシア・トル
ティリスよりもやや早い。

プロソピス：60％
アカシア・トルティリス：40％

モクマオウ：70％
ユーカリ　：30％
1/2期よりもモクマオウの混交率を少なくする。

（4）混交率 モクマオウ：80％
ユーカリ　：20％
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項　目 B/D時の計画 1/2期の結果・2/2期サイトの現状等 2/2期計画

（5）植栽期間 植栽の開始時期：降雨後地中30cmまで
の深さまで十分に湿った時
植林期間：雨期前半の概ね20日間。

(変更なし) 1/2期を踏襲

モクマオウ：30％
ユーカリ　：20％
活着率向上対策として，発根剤(モクマオウ)，シロア
リ駆除剤、施肥を行う。

プロソピス：20％
アカシア・トルティリス：20％
セネガル国の植林実績等による。

５．保育

（1）下刈り (計画なし) 植栽前地拵えをした箇所について植栽後1年後に下刈
を行う。

（2）施肥 (計画なし) 近年，セネガル国の植林事業で施肥が行
なわれ，その効果も認められている。

新植木、補植木に対して施肥(N,P,Kの化学肥料)を行
う

６．保護

ユーカリにシロアリ駆除剤を施用 1/2期結果ではモクマオウにもシロアリ
の被害を受けている。
また，2/2期サイトでは，プロソピス等
にもシロアリの被害がみられる。

すべての樹種にシロアリ駆除材を施用する。

1/2期及び2/2期サイトの既存モクマオウ
植林地に枯死現象が発生している。

1/2期を踏襲して植林地の外周部にユーカリを配置す
る。また，2/2期ではモクマオウの混交率を70％と少
なくしている。

（2）家畜侵入防止
柵

柵の高さ：1.0ｍ
ヤギ，ヒツジなどの小型の家畜を対象。

2/2期サイトの一部でラクダが放牧され
ている。

ラクダの放牧されている地域では，植林地の周囲の防
風柵の支柱を高く(地上高：1.5ｍ)して囲い，上部に
有刺鉄線を張り巡らす。

（3）山火事 (計画なし) (変更なし) (計画なし)

1/2期事業の活着率は，モクマオウ
55.8％，ユーカリ80.9％でモクマオウの
活着率が低かった。

（1）病虫害

（6）補植 モクマオウ：20％
ユーカリ　：20％
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項　目 B/D時の計画 1/2期の結果・2/2期サイトの現状等 2/2期計画

（1）苗木生産 固定苗畑 (変更なし) 1/2期を踏襲

（2）種子の調達先 林木種子国家プロジェクト（PRONASEF)から
購入

一部の種子を現地採取 1/2期を踏襲

（3）育苗計画 ポット育苗方式 (変更なし) 1/2期を踏襲

８．作業道計画 線形：直線
幅員：20m
路面：ラテライト敷き

1/2期では，事業途中からブルドーザー
による不陸均しに変更。

線形：直線
幅員：20m
路面：ブルドーザーによる不陸均し

９．施設計画 仮設工作物として，固定苗畑(1)，管理事務
所，資機材倉庫，車両整備工場，井戸・タン
ク・貯水槽等。

2/2の対象砂丘は，サグ地区，ロンプル
地区に分散している。

仮設工作物として，固定苗畑(1)，管理事務所，現場
事務所(2)，資機材倉庫，車両整備工場，井戸・タン
ク・貯水槽等。
サグ地区，ロンプル地区の2地区で工事を開始する。

10. 資機材計画 事業実施に必要な資機材は工事用資機材とし
て調達

(変更なし) 1/2期を踏襲

11. 事業実施期間 5年間
準備期間：1年
新植期間：2年
補植期間：1年

(変更なし) 5年間
準備期間：1年
新植期間：2年
補植期間：1年
2地区で工事を開始するが，数多くの砂丘が広範囲に
分布し，資材運搬，労働力調達等から，5年間が必要
である。

12. 施工監理 スポット監理 (変更なし) 1/2期を踏襲

７．苗木生産計画

 

 



 

８ 社会経済調査結果概要 

 

2/2期対象地域の社会経済条件を的確に把握し、プロジェクト実施の際の住民の役割と協力について適切な

方法を検討するために社会経済調査を実施した。対象地域周辺の社会経済状況の概要は、以下のとおりであ

る。 

 

1. 対象砂丘及び調査村落 

現地調査を行った対象砂丘（要請砂丘No.）及び村落は以下のとおりである。 

 

表 付８－１ 調査対象砂丘（要請砂丘No.）及び調査村落 

要請砂丘No. 調査村落 

砂丘1 Keur Coura Diéry 

砂丘2 – 4 Daw 2,  Wassou Massal 

砂丘5 Galdamel Bendiouga, Galdamel Naoudibouya, Galdamel Kalidou 

砂丘6 
Galdamel Bendiouga, Galdamel Naoudibouya, Galdamel Kalidou, 

Galdamel Salif, Galdamel Abadou, Saré Dao 

砂丘7 Tébène 1及び2 

砂丘8 Yodi Dao, Toundou Maleye 

砂丘9 -11 Kad, Ndiobène, Khonkh Yoye  

 

2. 調査対象地域の行政区分及び人口等 

(1) 行政区分 

対象地域を含むルーガ州には3県、4市、11郡、46地方共同体がある。ルーガ州全体の人口は714,732人で、

ケベメル県が212,845人、リンゲ－ル県が209,005人、ルーガ県が292,882人である（2004年、経済財務省統計）。

プロジェクト対象地域を含む地方共同体の行政区域は図 付8－1のとおりである。 
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(2) 人口及び村落数 

対象地方共同体の人口、村落数等は表 付8－2のとおりである。 

 

表 付８－２ プロジェクト対象地域を含む行政区域毎の面積、村落数、人口等 

州 県 郡 地方共同体 
対象砂丘 

（要請時No.）
人口 村落数 

Louga Sakal Léona 1 ~ 4 25,876 106 

Thiéppe 7 ~ 8 8,472 69+20小集落 Louga 
Kébémer Ndande 

Diokoul Ndiazrigne 5 ~ 6 13,255 65  

Thiès Tivaouane Méouane Darou Khoudoss 9 ~ 11 20,939 66+ 23小集落 

合計  68,542 306+43小集落 

出典 Recensement National de l’Agriculture 

 

(3) 人口構成 

対象地方共同体の年齢別人口構成は表 付8－3のとおりである。 

 

表 付８－３ 対象地方共同体の年齢別人口構成 (%) 

年齢 Léona Thiéppe 
Diokoul 

Ndiazrigne

Darou 

Khoudoss 
平均 

20 才未満 58.4 48.0 59.6 57.6 55.9

20 － 39 才 － 31.0 19.5 20.1 17.6

40 － 59 才 36.0 17.0 17.8 14.3 21.2

60 才以上 5.6 4.0 3.7 8.0 5.3

合計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

注: Thieppe の分類は     0-14 才、15-35 才、36-65 才、65 才以上である。 

   Dioukoul Ndiawrigne は 0-20 才、20-35 才、36-65 才、65 才以上である。 

 

(4) 民族及び移住現象 

調査対象地域の民族は、プル族が大多数であるが、Khonk Yoye, Saré Dao, Ndiobène ではウォルフ族が大

半である。移住現象としては、農業労働者 (スルガ sourghas) が出稼ぎにやって来て村落に 3～4ヶ月（1月～

4月）滞在する。多くの家庭では3、4人の労働者を野菜畑の灌水作業に雇用している。スルガはセネガル各地、

周辺諸国、特にギニアコナクリー、ギニアビサウからやって来る。特に Galdamel Salif, Saré Dao, Khonkh Yoye 

の村ではこの傾向が顕著である。逆に、20～30 才の若者はダカール、ガンビア、その他国内各地に出かけ道

路際での商売、雑作業に従事している。 

 

表 付８－４ ニャイ地域の民族構成 (%) 

民族 
Léona Thiéppe 

Diokoul 

Ndiazrigne 

Darou 

Khoudoss 

Ouolof 55 70 95 70 

Peul 40 29 4.5 20 

Maure 2 1 - - 

Sérères - - - - 

その他 3 - 0.5 10 

合計 100 100 100 100 
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3. 貧困ライン及び貧困率 

ルーガ州の農村部の貧困率は全国平均から見て、半数以上は貧困ライン以下にあると推定され、対象

地域が含まれる村落ではほとんどが貧困ライン以下であると推定される。 

 

表 付８－５ 貧困ライン及び貧困率 

貧困ライン(CFA /

人/日) 
貧困率(%) 

州 
面積 

(km2) 

人口  

(人) 

人口密度

(人/km2)

都市化率

(%) 
都市部 農村部 都市部 農村部 

Région Thiès 6,670 1,290,265 204 42.3 48.6 -

Région Louga 25,254 677,533 27 18.6 36.2 -

National 196,021 9,956,202 51 41

712.8 498 

43.3 57.5

出典 : Analyse de la Situation de l’Enfat et de la Femme au Sénégal – UNICEF 

 

4. 村落の組織 

調査対象地域では女性活動振興グループ (GPF) と男女混合の経済利益活動グループ(GIE) が多数

ある。いくつかの砂丘ではプロジェクトが終了したためにグループの活動が停滞している村落もある。

Toundou Maleyeを除く砂丘8の村、砂丘5、6、7の村およびKad村は活動が停滞している村落である。 

 

5. インフラストラクチャー、公共サービス 

全体的に、対象砂丘の村々のインフラ設備は貧しく、また村が孤立している。住民が日用品を購入する

のは定期市で、良く利用している定期市はThiéppe （金曜日）、Potou （月、火曜日）である。 

 

(1) 給水 

住民は飲料水を野菜畑周囲の井戸、あるいは敷地内に掘った井戸から得ている。井戸縁が保護されたり、

周囲にコンクリートが打ってあるものはごく僅かである。また水質は疑わしい。 

 

(2) 保健 

調査対象のどこの村にも診療所 (poste de santé) はなく、簡易診療所 (case de santé) が Tébène 2, 

Khonkh Yoye, Saré Dao, Wassou Massal, Keur Coura Diéry, Ndiobène に設置されている。しかしほとんどが、

担当者の不在、設備、薬品不足のために機能していない。また村が孤立しているために住民が初期治療に赴

くのも困難である。 

 

(3) 教育 

教育については小学校がいくらかあるが、全学年のクラスが揃っていない。一方コーラン学校の方が数が多

く、多くの子供が通っている。しかし設備は不足している。いくつかの村では識字教育が行われている。 

 

(4) 家庭用燃料 

調査対象の砂丘の家庭では、薪が98％と一番多く使用されている。ブタンガスも45％の家庭で使用されて

いる。60%の回答者が必要な薪を手に入れることができないと答えている。薪の採集は全員が天然林で行って

いるが、25%は砂丘固定林周辺で薪の採集を行っていると回答した。 
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表 付８－６ 家庭用燃料の種類 

種類 回答数 % 

薪 162 97.6

ブタンガス 74 44.6

木炭 55 33.1

牛糞 6 3.6

改良竈 1 0.6

灯油 0 0

回答者数 166 -

 

6. 土地管理 

全ての対象村落では、住民は家族の財産として耕作している土地はほぼ相続で入手している。いくつかの

地域では、耕作地の借用、賃貸借、売買が行われている。女性の土地入所方法は夫、父親からの割り当てで

ある。ほとんどの砂丘では、多くの耕作者が異なる窪地に耕作地を所有している。地方共同体（CR）が土地を

割り当てることは非常に稀である。CRは関係者が合意した後でしか関わらないことが多い。植林地の割り当て

は通常CRの決定か、村長がグループに割り当てる。 

 

7. 社会経済活動 

調査対象地域の住民の主要な社会経済活動は農業、畜産で、次いで非常に僅かであるが商業である。果

樹栽培、林業及び漁業はほとんどの村落で行われていない。 

 

(1) 農業 

この地域では農業は も主要な産業である。水脈が浅く、水を得やすいために農業は雨期だけでなく乾期

でも行われる。いくつかの村では、井戸の建設、機材、肥料農薬等の購入は所有者の資力不足で行えず、ま

た作業が困難なために土地が荒れるに任されている。 

 

(2) 天水農業 

天水農業ではインゲン、スイカ、ビッサップ、キャッサバなどが主に生産される。また Khonkh Yoye を含むい

くつかの村落では落花生も栽培されている。しかし対象砂丘の全世帯で天水農業を実施しているわけでない。 

 

(3) 野菜栽培 

天水農業とは逆に全砂丘周辺で住民が熱心に野菜栽培を行っている。乾期の作物はニンジン、タマネギ、

トマト、ダイコン、キャベツ、ジャガイモ、トウガラシ､ニガナスが主な生産物である。質問回答者の54%が過去３年

の野菜の収穫高が減少していると答えている。多くの理由が挙げられたが、労働力、資金不足、土地が瘦せて

いること、砂の堆積、家畜の放し飼いに関連しており、砂丘固定植林への期待が高い。 

 

(4) 畜産 

畜産はヤギ、ヒツジの粗放的な飼い方が大半を占めている。ウシ、ロバも多く飼育され、2/2期事業地では一

部ラクダの飼育も見られる。動物の世話と牧草地に連れて行くのはほぼ女性と子供の仕事である。場合によっ
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てはこの仕事は羊飼いに任されるが、その場合報酬が必要となる。問題点としては、家畜の給水、飼料、病気

治療が困難なことがあげられている。 

 

(5) 商業 

村が孤立しているために、商業はほとんど発展していない。僅かな商店がどこかにあり、必要 低限のもの

が売られている。主要な定期市は Potou, Lompoul, Diogo, Thieppe にたつ。住民は生産した野菜を近くの市

で販売することに力を入れる。畜産製品は臨時収入が必要の時にだけ販売される。生鮮野菜の販売には輸送

の困難、生産者価格の変動の問題がある。 

 

(6) 植林活動 

植林活動は過去に村落レベルで実施され、村落内のグループが担当した。Ndiobène, Kad を初め、いくつ

かの村は、個人活動を除くと、森林活動の経験がない。 

 

8. 農業活動スケジュール 

雨期は農作物への灌水作業が軽減するために、農作業はやや楽になる。住民がより多忙なのは12月から8

月である。一般的に農産物の販売は乾期に行われる。畜産は1月から12月まで年間を通して行われる。 

 

(1) 乾期の野菜栽培スケジュール 

乾期の野菜栽培スケジュールは表 付8－7のとおりである。 

 

表 付８－７ 乾期の野菜栽培スケジュール 

作業 期間 作業月 

家畜の囲い込み（土の準

備、苗畑） 
50日～60日 10～11月 

移植、手入れ（灌水、除

草、施肥）、成長 
2～3ヶ月 12～2月 

収穫、販売、2回目の家畜

の囲い込み 
2ヶ月 2～4月 

移植、手入れ（灌水、除

草、施肥）、成長 
2～3ヶ月 3～7月 

2回目の収穫、販売 － 7～9月 

 

(2) 雨期の野菜栽培スケジュール 

雨期の野菜栽培スケジュールは表 付8－8のとおりである。 

 

表 付８－８ 雨期の野菜栽培スケジュール 

作業 期間 作業月 

植え付け 

手入れ 

成長 

トータル 

3ヶ月 
7,8,9月 

雨期野菜の販売 － 10月から 
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(3) 女性の活動 

7月から10月まで女性は男性と同じ活動を行う。僅かな違いは、女性はより多くの時間を畜産に割き、市場で

過ごす時間は短い点である。 

 

(4) 日常活動の時間割 

住民は季節労働者を雇っても1日に 9～10 時間労働する。野菜の灌水を1日に朝夕の2回行う。この間に男

性は休息、女性は家事（料理、水汲み、薪集め）と家畜の世話が入る。 

 

表 付８－９ 住民の日常活動時間割 

時間 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 

 
      

 
 

   
  活動 

 
畑仕事（野菜栽培） 休息、食事 畑仕事 休息、食事 

 

9. 産業別世帯割合 

対象地域の地方共同体及び関係村落の産業別世帯割合は表 付8－10、表 付8－11のとおりである。関係

村落ではほとんどが、天水農業、野菜栽培、畜産業に従事している。 

 

表 付８－１０ 地方共同体の産業別世帯割合 

産業別世帯割合(%) 

地方共同体 
世帯

数 
天 水

農業 

野 菜

栽培 

果 樹

栽培 
林業 

畜 産

業 
漁業 

ルーガ州 

Léona 2,085 72 61 1 34 99 8

Thiéppe 1,033 88 35 1 3 99 0

Diokoul Ndiawrigne 1,034 92 12 4 13 99 1

ティエス州 

Darou Khoudoss 4,383 61 97 40 6 89 9

Total 8,535 78 51 12 14 97 5

Recensement National de l’Agriculture 
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表 付８－１１ 関係村の産業別世帯割合 ( 2006) 

産業別世帯割合(%) 

村落名 世 帯

数 
天水農業 野菜栽培 果樹栽培 林業 畜産業 漁業 

* Léona/Sakal/Louga/Louga 

Keur Koura Diéry  130 0 100 0 - - -

Daw 2 24 30 100 - - 100 4

Wassou Massal 18 - 100 - - 100 -

* Thiéppe/Ndande/Kébémer/Louga 

Gal Damel Salif 

(dune 6) 
35 100 100 2 2 100 0

Saré Dao (dune 6) - 100 100 0 0 100 0

Galdamel 

Bendiouga (dune 5) 
- 100 100 0 0 100 100

Tébène 2 (dune 7) - 100 100 0 0 100 0

Yodi Dao (dune 8) 36 100 100 0 0 100 0

* Diokoul Ndiawrigne/Ndande/Kébémer/Louga 

Tounde Malèye 35 100 100 0 0 100 0

* Darou Khoudoss/Meouan/Tivaouan/Thiès 

Khonkh Yoye 48 85 85 20 - 85 25

Ndiobène - - - - - - -

 

10. 作物等の生産量 

(1) 野菜生産の推移 

1999/00～2003/04のニャイ地域を含む州の野菜生産量の推移は表 付8－12のとおりである。ニャイ地域で

概ね全国の90％近くの野菜を生産している。 

 

表 付８－１２ 野菜生産の推移 

ニャイ地域を含む州① (ton) 

年 
Dakar Thiès Louga Saint-Louis

全国 ②

(ton) 

左記 4 州の生

産量の割合 ①

/② % 

1999/00 49,564 69,122 30,067 81,918 257,213 90

2000/01 56,002 76,552 34,629 90,756 286,740 90

2001/02 55,754 76,301 30,075 82,876 273,872 89

2002/03 58,781 50,544 26,987 82,227 255,566 85

2003/04 73,345 77,272 17,811 55,639 255,188 88

出典 : Unité de Politique Agricole, Ministère d’Agriculture 

 

(2) 穀物生産量 

2004/05及び2003/04のニャイ地域を含む州の穀物生産量は表 付8－13(1)及び(2)のとおりである。 
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表 付８－１３(1) 穀物生産量 (2004/05) 

Dakar Thiès Louga Saint-Louis 全国 作物 

ton % ton % ton % ton % ton % 

ﾐﾚｯﾄ 9 0 6,480 2 4,017 1.2 0 0 323,752 100

ｿﾙｶﾞﾑ 59 0 876 0.7 0 0 0 0 126,492 100

ﾄｳﾓﾛｺｼ 500 0.1 227 0.1 0 0 0 0 400,555 100

コメ 0 0 0 0 0 0 142,045 70.4 201,744 100

出典 : Ministère d’Agriculture 

 

表 付８－１３(2) 穀物生産量 (2003/04) 

出典 : Ministère d’Agriculture 

 

(3) 作物別生産量 

2004/05及び2003/04のニャイ地域を含む州の作物別生産量は表 付8－14(1)及び(2)のとおりである。 

 

表 付８－１４(1) 穀物生産量 (2004/05) 

Dakar Thiès Louga Saint-Louis 全国 作物 

ton % ton % ton % ton % ton % 

ﾐﾚｯﾄ 9 0 6,480 2 4,017 1.2 0 0 323,752 100

ｿﾙｶﾞﾑ 59 0 876 0.7 0 0 0 0 126,492 100

ﾄｳﾓﾛｺｼ 500 0.1 227 0.1 0 0 0 0 400,555 100

コメ 0 0 0 0 0 0 142,045 70.4 201,744 100

出典 : Ministère d’Agriculture 

 

表 付８－１４(2) 穀物生産量 (2003/04) 

Dakar Thiès Louga Saint-Louis 全国 作 物 

ton % ton % ton % ton % ton % 

ﾐﾚｯﾄ 13 0 40,175 6.4 24,371 3.9 4,994 0.8 628,426 100

ｿﾙｶﾞﾑ 98 0 5,769 3 1,881 1.0 1,949 1.0 189,787  100

ﾄｳﾓﾛｺｼ 459 0.1 3,358 0.8 430 0.1 0 0 400,907 100

コメ 0 0 0 0 0 0 104,572 45.1 231,805 100

出典 : Ministère d’Agriculture 

 

(4) 作物別生産量 

2004/05及び2003/04のニャイ地域を含む州の作物別生産量は表 付8－15(1)及び(2)のとおりである。 

Dakar Thiès Louga Saint-Louis 全国 作 物 

ton % ton % ton % ton % ton % 

ﾐﾚｯﾄ 13 0 40,175 6.4 24,371 3.9 4,994 0.8 628,426 100

ｿﾙｶﾞﾑ 98 0 5,769 3 1,881 1.0 1,949 1.0 189,787 100

ﾄｳﾓﾛｺｼ 459 0.1 3,358 0.8 430 0.1 0 0 400,907 100

コメ 0 0 0 0 0 0 104,572 45.1 231,805 100
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表 付８－１５(1) 作物別生産量 (2004/05) (単位 : ton) 

ニャイを含む州 
作物 

Dakar Thiès Louga Saint-Louis

そ の 他

の州 
全国 

タマネギ 8,750 2,750 10,625 12,750 5,125 40,000

スイカ - - - - - -

トマト 4,550 3,650 3,400 11,000 2,375 25,000

キャベツ 6,200 8,900 - 275 1,625 17,000

ジャガイモ 4,894 2,000 428 - - 7,282

オクラ 2,832 1,416 - - 3,652 8,500

ｼﾞｬﾊﾄｳ（ﾅｽの一

種） 
5,487 3,990 - - 3,082 12,479

ナス 1,134 851 - 567 851 3,403

サヤインゲン 2,500 1,250 500 250 - 4,500

トウガラシ 1,955 788 - 575 1,145 4,463

ニンジン 2,125 3,251 133 350 2,575 8,506

カブ 7,048 2,493 - 431 - 9,972

メロン - - - - - -

サツマイモ - - - 26,485 - 26,485

ズッキーニ - - - - - -

レタス - - - - - -

出典 : Unité de Politique Agricole, Ministère d’Agriculture 
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表 付８－１５(2) 作物別生産量(2003/04) (単位 : ton) 

ニャイを含む州 
作物 

Dakar Thiès Louga Saint-Louis

その他の

州 
全国 

タマネギ 10,428 6,432 16,620 25,600 3,900 63,395

スイカ 573 10,253 5,560 1,236 12,618 30,240

トマト 8,220 11,622 1,007 511 3,011 24,371

キャベツ 16,985 8,074 - 1,575 1,911 28,545

ジャガイモ 2,924 1,980 396 810 216 6,326

オクラ 3,987 1,880 224 1,000 496 7,897

ｼﾞｬﾊﾄｳ（ﾅｽの一

種） 
2,902 1,436 790 513 2,609 8,250

ナス 1,706 1,419 - 412 886 4,423

サヤインゲン 4,833 720 - 240 - 5,793

トウガラシ 638 558 135 398 620 2,349

ニンジン 360 3,848 270 0 - 4,477

カブ - - - - - 5,194

メロン - - - - - -

サツマイモ - - - 49,745 3,858 53,603

ズッキーニ - - - - - -

レタス - - - - - -

出典 : Unité de Politique Agricole, Ministère d’Agriculture 

 

(5) 関係村の家畜頭数 

関係村の家畜の頭数は表 付8－16のとおりである。 

 

表 付８－１６ 関係村の家畜数(2006) 

村落 牛 ヒツジ ヤギ ロバ 馬 

Keur Koura Diéry 266 1995 1800 60 40

Daw 2 600 600 400 10 24

Wassou Massal  - - - - -

Gal Damel Salif (dune 6) 180 200 400 12 13

Saré Dao (dune 6) - - - - -

Yodi Dao (dune 8) 109 124 176 1 4

Galdamel Bendiouga (dune 

5) 
120 200 250 10 8

Tébène 2 (dune 7) 100 200 300 4 7

Toundou Malèye (dune 8) 600 2000 3000 40 100

Khonkh Yoye 100 200 410 20 40

Ndiobène  200 500 300 20 40

 

11. 植林、飛砂被害等に対する住民の認識 

(1) 砂丘固定に対する住民の認識 

調査対象地域の住民の86％は植林による砂丘固定を肯定的にとらえている。ほとんどの住民が植林効

果として、環境保護を認識しており、雇用による収入源としての期待もあげている。砂丘固定に対する住

民の認識は表 付8－17のとおりである。 
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表 付８－１７ 砂丘固定に対する住民の認識 

住民の答え 回答数 ％ 

土地及び野菜栽培地が保護される 159 95.8

住居、井戸、道路が保護される 155 93.4

風食から農地を保護する 146 88.0

砂丘が固定される 142 85.5

位置により森林は防風林としての効果がある 142 85.5

微気象を改良し、生物多様性をもたらす 126 75.9

美しい景色の創出 119 71.7

地域の経済活動を再活性化できる 109 65.7

植林技術を得られる 102 61.4

薪の供給源となり建築資材となる 101 60.8

雇用を創出する 99 59.6

魚を燻製するときに枝葉を利用できる 29 17.5

回答者数 166 -

 

(2) 住民の植林実績経験 

調査した大多数の村は植林経験を持つ。回答者の72%が植林を経験している。34%以上がプロジェクト

の労働者として植林経験がある。経験した樹種はユーカリ、モクマオウ、プロソピスである。 

 

(3) モクマオウの主要利用形態 

住民はモクマオウの耕作地保護、砂丘固定を認識しており、放牧地、飼料源、薪の供給源として利用し

ている。 

 

(4) 植林前後の飛砂の被害 

調査対象村落では、ほとんど全員の耕作者が植林前の被害を認識していた。植林後は飛砂被害の認

識が半減する。これらの被害はいくつかのプロジェクトにより減少しているが、看視不足、植林地の保護が

足りないためまだ被害は続いている。 

 

表 付８－１８ 植林前後の飛砂の被害に関する住民の回答(%) 

飛砂の被害 
Léona Thiéppe 

Diokoul 

Ndiazrigne 

Darou 

Khoudoss 

ある 89.0 96.2 - 69.2

ない 1.4 0.0 - 0.0植林前 

わからない 9.6 3.9 - 30.8

ある 43,.8 42.3 - 38.5

ない 0.0 29.5 - 30.8植林後 

わからない 9.6 24.4 - 30.8

回答者:  Léona  74人、Thiéppe 78人、、Darou Khoudoss 13人、Diokoul Ndiazrigneは回答者が1人のため掲

載せず。 
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(5) 植林以前の被害内容の認識 

植林前の被害として大きかったと認識しているものは耕作地の埋没、収穫量の減少、住居の被害であ

り、次いで井戸の砂による埋没、耕作可能面積の減少と続く。 

 

表 付８－１９ 住民の植林以前の被害の認識 

被害内容 ％ 

   耕作地の埋没、収穫量の減少、住居の被害 95 

   井戸の砂による埋没 90 

   耕作可能面積の減少 87 

   道路の被害 80 

   生活環境の悪化 80 

 

(6) 飛砂被害レベルに関する認識 

被害があると回答したもののうち植林前には過半数の住民が被害は非常に大きかったとし、1/3程度が

大きかったとしている。植林後は非常に大きいはわずかになり、大部分が中程度から小さい被害と認識し

ている。これは植林した樹種が土地に合っていなかったこと、植林地の手入れの困難に関係している。家

畜の放牧、植林木の病害、干害がより関係している。これらの結果が土壌のやせ衰え、苗木の枯れ、植林

地の劣化を引き起こしていると見なしている。 

 

表 付８－２０ 飛砂被害のレベルに関する住民の回答(%)  

飛砂被害のレベル Léona Thiéppe 
Diokoul 

Ndiazrigne 

Darou 

Khoudoss 

非常に大きい 61.5 54.7 100 77.8

大きい 30.8 45.3 0 11.1

中程度 4.6 0 0 0.0
植林前 

小さい 3.1 0 0 11.1

非常に大きい 15.4 0 0 0.0

大きい 26.9 9.1 0 25.0

中程度 38.5 66.7 100 25.0
植林後 

小さい 19.2 24.2 0 50.0

 

(7) 植林問題へ住民が提案する解決策 

現在の状況を解決するには、植林木の看視の厳格化、植林地の保護、家畜の通路の区画化、啓蒙活

動、周辺住民の参加、動機付けである。 

 

(8) 住民の植林活動への参加意欲 

95%の住民は植林活動へ参加する意志がある。調査対象となった村の男女は植林の直接、間接利益

がわかっている。大多数の耕作者は5月から7月にかけて参加できる。いいえと答えた28%の回答者のうち、

8月から10月は参加できる人もいる。植林活動に参加できる曜日については、定期市の開催日と密接に

関わっている。月、火、金曜日を挙げる回答者が多い。調査村落周辺での植林参加可能人数は表 付９

－20のとおりである。 
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表 付８－２１ 植林参加可能人数 

要請対象砂

丘No. 

要請時砂丘

面積 
調査対象村落 人口 

植林参加可

能人数 

村落の住民

グループ 

村落の植林経

験 

Léona/Sakal/Louga/Louga 

● 1 132 Keur Coura Diery
673 220 GPF 

AVD 

有 

● 2 - 4 140 
Daw 2 

Iidy Sow 

341 

 

90 

 

GPF 

GIE mixte 

有 

Thiéppe/Ndande/Kébémer/Louga 

● 5-6 160 

Gal Damel 

Bendiouga  

 

Galdamel Kalidou

 

Galdamel 

Naoudibouya 

 

周辺村含

め約1,000

人 

 

約400 GPF 

 

 

GPF 

 

GPF 

有 

 

 

有 

 

有 

● 7 55 Tébène 2 100 60 GIE  有 

 8 205 Yodi Dao 
周辺村含

め約500人

40 GPF 有 

Darou Khoudoss/Meouan/Tivaouan/Thiès 
● 9,10,11 530, 10, 40  約1,600人 約500 GIE 有 

 

12. 新規プロジェクト、本プロジェクトへの住民意識等 

 

(1) 新規プロジェクトに対する住民の意識 

新規プロジェクトに対する住民の参加に対する意識は表 付8－22のとおりである。 

 

表 付８－２２ 新規プロジェクトに対する住民の意識 

地方共同体 (%) 住民の意識 

Léona Thiéppe 
Diokoul 

Ndiazrigne 

Darou 

Khoudoss 

参加したい 94.5 96.2 100.0 100.0

参加したくない 5.5 3.8 0.0 0.0

- 収入の増加 84.1 73.6 100.0 100.0

- 環境保全 100.0 93.1 100.0 100.0

- 野菜生産量の増大 92.8 90.3 100.0 100.0

参加する効

果 

- その他 1.4 5.6 0.0 0.0

 

(2) 本プロジェクトへの要望・期待 

住民のプロジェクトへの主な期待は、収入源となること、環境保護に良い影響をもたらすこと及び野菜

収穫量の増加をもたらすことである。本プロジェクトが実施された場合へ対する住民の要望・期待は表 

付9－22のとおりであり、植林以外に付随的な支援があることを期待している。 
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表 付８－２３ 本プロジェクトへの要望・期待 

本プロジェクトへの要望・期待 ％ 

1.  事業開始時に住民との会議、住民の協力内容の明確化 66.7 

2.  農業資機材、灌漑ポンプ等の供給 46.1 

3.  労働賃金の支払い 65.5 

期待する賃金額 植林  70 800 CFA/人月  

 造林地監視員 81 850 CFA/人月  

4.  植林・育苗技術の研修 34.5 

5.  診療所建設の支援 12.0 

6.  金融制度の確立、女性金融へのアクセスに対する支援 16.0 

7.  プロジェクトへの村長、住民の取り組み 55.8 

Pourcentage de personnes qui ont cité spontanément cette modalité dan le questionnaire ménage  

 

(3) 住民が考えるプロジェクトを成功させるための手順・支援 

住民が考えるプロジェクトを成功させるための手順・支援は以下のとおりである。 

 

表 付８－２４ 住民が考えるプロジェクトを成功させるための手順・支援（％） 

項目 砂丘1 砂丘2-4 砂丘5 砂丘6 砂丘7 砂丘8 

事前説明会 80 75.7 50 50 63.2 60 

農機具、ポンプの供給 65 40.5 15 65 42.1 55 

植林活動の報酬 45 51.4 55 90 57.9 80 

苗畑、植林技術研修 45 43.2 25 40 15.8 0 

保健施設建設支援 0 21.6 15 0 0.0 0 

女性に対する金融制度の設置 20 16.2 5 5 21.1 10 

プロジェクトに村を参加させる 45 78.4 45 30 47.4 35 

その他 -  -  5 0 0 15 

 

(4) 植林と関連しないが住民が一般的に必要としている物 

植林と関連しないが住民が一般的に必要としている物は以下のとおりである。 

 

表 付８－２５ 住民が一般的に必要としている物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住民の希望 回答数 % 

道路 144 86.7 

農機具 137 82.5 

農薬、肥料販売店 118 71.1 

診療所 96 57.8 

井戸 93 56.0 

保健設備、器具 91 54.8 

粉挽き機 88 53.0 

電化あるいは発電機 86 51.8 

学校 82 49.4 

深井戸 75 45.2 

識字教育 57 34.3 

ワクチン接種所 44 26.5 

回答者数 166 － 
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砂丘No. 調査対象村落 村落の住民グループ
名

活動内容 植林経験及び植林
への姿勢

植林上の問題点

GPF Beuguente 集団農園耕作
会員への貸付
相互扶助

2001年Plan
Internationalの支
援で窪地にモクマ
オウを植林

柵がなかったた
め家畜の食害に
より植林木の成
長が困難

L'association
villageoise de dé
veloppe,ent
村落開発協会

野菜栽培
小商い
牛・ヤギ・ヒツジの
飼育

8年前にPlan
internationalの支
援でモクマオウと
Parkisoniaを植林

〃

GPF Fadde Jokra
Endom

染色
野菜栽培
貸付

村に効果がもたら
されるなら参加、
他村民の参加も歓
迎

-

GIE Jookere Endam 識字教育
管理基礎研修
野菜栽培機材供給
村落店舗設置
ﾏｲｸﾛﾌｧｲﾅﾝｽ
便所建設

- -

GIE Mixte Wassou
Massal

トマト加工技術支援
裁縫、編み物
染色
ﾏｲｸﾛﾌｧｲﾅﾝｽ

- -

GPF Wassou 同上の女性グループ - -

Gal Damel
Bendiouga

GPF Gal Damel
Bendiouga

野菜栽培
畜産
ﾏｲｸﾛｸﾚｼﾞｯﾄ

メンバーの数人が
モクマオウ、ユー
カリの植林経験有

水不足
家畜の放し飼い
機材不足

Gal Damel
Naoudibouya

GPF Kolouté 
Galdamel
Naoudibouya

野菜栽培
畜産
商業

- -

GIE Jookere Endam 野菜栽培
畜産
商業

- -

GIE　男性グループ 野菜栽培
畜産
商業

- -

Yodi Diaw GPF 過去のプロジェクト
が終了したため機能
していない

- -

GPF Dentel Rewbé 野菜栽培 PGIESの植林に
2004、2005年に参
加。カシュ、
kaad, seung, dem

植林地への苗木
輸送手段がない

Kad DENTAL（現在活動し
ていない）

- - -

Konkh Yoye GIE Konkh Yoye 野菜栽培
農業
植林
漁業

1997年以来PAEFと
森林局の支援で植
林の研修と実施

-

GIE Ndiobène 生産した野菜の販路
の確保

- -

GIE Ndiobène 女性の生活環境向上 - -

調査対象村落の住民組織

* Léona/Sakal/Louga/Louga

* Thiéppe/Ndande/Kébémer/Louga

Keur Coura Diery1

Daw2

Wassou Massal

2-4

Ndiobène

9,10,11

* Darou Khoudoss/Meouan/Tivaouan/Thiès

5-6

Tébène 1及び27

Yodi Dao
Toundou Maleye

8
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砂丘
No.

調査対象村落 植林実績 住民があげる飛砂被害、植林
等に係る問題点

植林により期待される効果

1 Keur Coura
Diery

村落林、防風林、Sag砂丘固定
林、土壌改良の経験有。

男性：苗木生産、植栽、植林
地手入れ・保護
女性：苗木生産、植栽

野菜栽培者の80%が苗木生産の
経験有。

過去に男性110人、女性１１０
人が ４ ha の植林に参加。

CR議員によれば、特に女性が
苗木生産の経験が豊富。生産
を十分に行うためには、研修
が必要。

飛砂による野菜畑の埋没。

家畜の放任（植林地にガード
マンがいても被害が出る）。

薪不足　（Potou で購入、あ
るいは海岸ベルトのモクマオ
ウの残滓を利用）。

水くみが困難。

砂の堆積の減少により、土地
の消滅、野菜栽培窪地、井戸
の埋没を回避できる。

農業の生産性の向上。

収入向上活動のための土地の
回復。

Daw　2 Daw2 の住民はモクマオウの海
岸植林、1ha 村落林（１９９
４年、プロソピス、ユーカ
リ）等の経験を持つ。男性10
人、女性20人が参加。活着せ
ず。

1999にプロソピス1ha、2000年
に0.5haのユーカリ植林を実
施。それぞれ60人が参加。活
着せず.

飛砂による野菜畑の埋没。

植林地に侵入する家畜、特に
ヤギ対策として柵が必要。

環境保全。

野菜の生産性の向上。

植林作業に従事することによ
り収入の増加。

Wassou Massal 村が海岸に開けている結果、
村民は1975年のモクマオウ植
林に労働者として雇用され苗
木生産、植栽に従事した。
1984年に現在は解散したグ
ループが 0.5ha の村落林を植
林した。

移動砂丘の麓にある野菜栽培
窪地の埋没。

土地がやせる。

住居の劣化。

飛砂による野菜畑の埋没の減
少。

耕作面積・収量の増加。

環境保護。

村内雇用の創出。

Gal Damel
Bendiouga

耕作者の75%が苗木生産の経験
がある。

過去にモクマオウ、ユーカ
リ、プロソピスの植林経験が
ある。

飛砂による野菜畑の埋没。

住居、井戸 、道路への堆砂。

放牧ゾーンでの堆砂があり、
また堆砂により住民の移動も
あった。

環境保全。

野菜収穫量の増加。

収入源。

Gal Damel Salif 防風林と砂丘固定林の植林経
験がある。

モクマオウ林帯植林にはほぼ
全ての住民層（男性、女性、
若者）が参加し、植栽、保
護、モニタリングを行った。

この経験を基に、村でユーカ
リ、モクマオウ、プロソピス
の植林を行った。

男性は苗木生産、植栽、手入
れ、保護を担当し、女性は
もっぱら苗木生産を行った。

耕作地に砂丘の侵入。 収入源。

環境保全。

野菜収穫量の増加。

5-6

* Léona/Sakal/Louga/Louga

* Thiéppe/Ndande/Kébémer/Louga

2-4
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砂丘
No.

調査対象村落 植林実績 住民があげる飛砂被害、植林
等に係る問題点

植林により期待される効果

7 Tébène 1及び2 海岸防風林モクマオウの植林
経験がある。

水不足（窪地の乾燥地化）。 環境保護。

収入源。

野菜の収穫量の増加。

8 Yodi Dao
Toundou Maleye

海岸防風林モクマオウの植林
経験がある。

住民は労働者、苗木生産者と
してプロジェクトに参加し
た。生産したユーカリを1本
40Fでプロジェクトに販売。

CTLが苗木生産の技術を身につ
けた住民に、村の砂丘固定
林、個人の植林（屋敷、畑）
用にポットを提供。ユーカ
リ、モクマオウ、プロソピ
ス。

苗木生産はうまくいったが、
赤砂丘の植林時にモクマオウ
は、海岸から7ｋｍ離れていた
のと、シロアリ、家畜の食害
のために失敗。

野菜栽培窪地面積の減少。

住居の被害。

飛砂による井戸の埋没。

耕作地に砂の堆積。

収穫量の減少。

道路の被害。

生活環境の劣化。

環境保護。

収入源。

畑の保全。

9 Kad 住民は苗木生産、植林の知識
経験はない。森林活動の経験
もない。

野菜栽培窪地面積の減少。

井戸、道路への砂の堆積。

家畜の放し飼い。

水・薪の不足。

生活環境の改善。

砂丘固定、風食の減少。

砂丘植林周囲に耕作地を拡
大。

住居、耕作地、井戸の保全
プロジェクトの労働力として
報酬を得て生活水準の向上。

10 Konkh Yoye 2000年に自然資源保全保護政
策としてユーカリ、Acacia
olo、プロソピスの苗木生産、
植林を実施。

男女約100人が参加し、育苗技
術を習得。

耕作地に飛砂が堆積し、耕作
面積が減少。

砂丘固定。

窪地と道路が砂に埋まるのが
減少。

耕作面積、収穫量が増加。

生活レベルの向上、雇用創
出。

長期的には薪、建材の供給
源。

11 Ndiobène 村外で実施されたプロジェク
トで労働した数人を除き、住
民には植林経験はない。

飛砂の堆積により、井戸が枯
れる。
植林時期が農繁期と重なる。

収入源。

* Darou Khoudoss/Meouan/Tivaouan/Thiès
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村落全体 植林

1

Keur Coura
Diery

農機具の供給　（エンジ
ンポンプその他小機
材）。

保健施設、道路、地域の
電化。

収入向上活動への資金援
助。

野菜栽培指導。

肥料、農薬の供給。

野菜生産物の販売の容易
化。

植林の目的、日程の説明
会。

苗木生産、植栽に関する
研修。

野菜の水やりだけが生活の糧を得る
活動であるから、報酬が支払われる
のであれば、植林地の維持活動に住
民は参加できる。

地方自治体への啓蒙活動、協議は行
われるべきである。CRが自然資源管
理と係争解決を行うことから、CRを
最初からプロジェクトに巻き込むこ
とは非常に重要である。

植林活動の監督は森林局が担当す
る。

役所は村内のグループ及びそのリー
ダーを確認し、プロジェクト開始前
にそれらを巻き込む。

植林及び植林地の維持が成功した動
機付け、報酬制度を同一村内、同一
地域の村落同士に適応する。

Daw2 金融システムの設立。

女性に対する貸し付け。

村長、住民がプロジェク
トに参加する。

放し飼い家畜対策として
植林地周囲を柵で囲む。

Daw の住民は大挙して植林活動に参
加することを表明。 インタビューし
た耕作者の92%が植林に参加すると述
べる。

Wassou Massal 粉挽き機。

小学校の建設。

倉庫の建設。

電化あるいは発電機の供
給。

プロジェクトと住民の協
力関係についての事前説
明会。

労働報酬。

プロジェクトが道具と灌
漑用ポンプを支給。

放し飼い家畜から植林地
を保護する。

Wassou Massai の住民は
植林経験があり、苗木生
産、植栽技術の研修は必
要ないとしている。

Wassou Massai　の住民はモクマオウ
の林帯が、耕作地、住居に果たす役
割をよく知っている。この結果、伐
採許可を守り、伐採ゾーンの植林、
植林地の家畜からの保護を行ってい
る。

Wassou Massaiの男女混合GIEによれ
ば、モクマオウの植林地の維持に住
民を実際に参加させるためには、各
村に管理委員会を組織し、植林によ
る保護区域を明確にすることが必要
である。

家畜の頭数が多く、若い苗木が多く
の被害に遭う。木が大きくなるまで
植林地の柵が必要である。当面、地
元地区が日常の手入れに責任を持つ
べきである。

5-6

Gal Damel
Naoudibouya

診療所の建設。

女性に対する融資制度。

現在村の男女とも森林に
関係する活動はしておら
ず苗畑、植栽技術の研修
を希望する。

プロジェクトへの村長の
参加。

アンケートに回答した3村（Galdamel
Bendiouga、Galdamel Kalodou、
Galdamel Naoudibouyua）の耕作者は
90%が参加する。

うち70%の回答者が5月から11月の間
は全面的に参加できる。

住民のニーズ砂丘No. 調査対象村落 住民の維持活動への参加

* Léona/Sakal/Louga/Louga

* Thiéppe/Ndande/Kébémer/Louga

2-4
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村落全体 植林

5-6

Gal Damel Salif 肥料、農薬の購入が困難
（販売店の不在）。

水不足　（窪地が乾燥す
ることが多い）。

大面積耕作のための農機
具の不足。

生産者に対する指導。

市場に対応できない、価
格情報を希望。

生産物輸送の道路の建
設。

生産物貯蔵倉庫が小さ
く、新規建設。

植林地の拡大。

苗木・機材の供給。

技術研修。

アンケートに答えた全ての耕作者は
植林に参加する。

うち90%が5月から１１月までの間い
つでも参加できる。

7

Tébène 1及び2 医療制度の改善。

飼料調達を容易にする。

放牧地の保護。

家畜給水用の近代的設
備､設備機材不足（灌漑
システム、輸送手段、井
戸等）｡

肥料、農薬の調達｡

生産者に対する指導。

ラテライトの道路あるい
は舗装道路の建設。

全ての砂丘に植林

苗木生産

技術研修

回答者の89.5%が砂丘固定を肯定的に
見ており、95%が植林活動に参加する
ことを表明。

うち89%が5月から9月までいつでも参
加できる。

砂丘No. 調査対象村落 住民のニーズ 住民の維持活動への参加
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村落全体 植林

8

Yodi Dao
Toundou Maleye

道路の建設。

学校の建設。

肥料・農薬の供給。

農機具の供給。

飲料水の供給。

飼料の供給。

獣医師の居住。

作業道具の提供。

柵用の金網の提供。

ガードマン。

輸送手段。

大多数の住民は植林活動に参加する
意欲がある。Toundou Maleye の女性
40人 (50%)、Yodi Dao の女性40人
(25%）は活動参加に意欲的である。

砂丘8周辺の耕作者全員が参加意思を
表明。うち80%が5月から11月まで全
期間参加できるとした。

9

Kad 農機具、ポンプ。

女性に対する融資制度の
設立。

井戸と苗畑整備。

小学校の建設。

異なった定期市に通じる
道路の整備。

簡易診療所の建設。

苗木生産。

植林技術研修。

10

Konkh Yoye 簡易診療所の建設。

小学校の建設。

技術研修センターの建
設。

粉挽き機の供給。

肥料農薬の供給。

穀物倉庫の建設。

農機具 供給

薪・建材。

11

Ndiobène 村の電化。

深井戸の建設。

小学校の建設。

簡易診療所の建設。

植林技術研修。

調査対象村落 住民のニーズ 住民の維持活動への参加

KAD、 KHONKH YOYE、NDIOBENEの住民
はプロジェクトの理念を理解し、そ
れが生態系の均衡、土壌回復、耕作
面積、収穫量の増加、環境保護、住
宅の保全、生活環境の改善に重要な
ことを理解している。

このために、住民は苗畑作業、植
栽、植林地の維持作業を行うことを
明言している。また植林地利用に関
する規則を遵守することを約束す
る。

* Darou Khoudoss/Meouan/Tivaouan/Thiès

砂丘No.
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